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１．担当者からのメッセージ（学習方法等） 

お金のやりとりでは、もらった分だけ増え、使った分だけ減ります。物理学で扱う量にもこれと同じこ

とが成り立ちます。このように言葉にすれば簡単で当たり前のように感じる内容を、物理学では言葉で

はなく記号を使って表すので式になります。式にすると難しく見えますが、意味としては簡単で当たり

前の内容ですから、問題を解くときも、もとの意味に戻って考えると比較的容易に解くことができるよ

うになります。 

 

２．学習の到達目標 

日常生活や社会との関連を図りながら物体の運動と様々なエネルギーへの関心を高め、目的意識をもっ

て観察、実験などを行い、物理学的に探究する能力と態度を育てるとともに、物理学の基本的な概念や

原理・法則を理解させ、科学的な見方や考え方を養う。物体の運動については、直線運動の理解と外力

の運動への影響を、熱力学については、熱容量と比熱の概念の明確な区別や、熱量に関わる基本的な計

算を、波動については、物体の運動とは根本的に異なるものである点を理解する。 

 

３．学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a. 関心・意欲・態度 b. 思考・判断・表現 c. 観察・実験の技能 d. 知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常生活で経験する現

象が物理学とどのよう

に関連するかに関心を

持ち、物理現象を積極

的に理解しようとす

る。 

物理現象を通して、科

学的な考え方を身につ

け、日常生活で体験す

る現象との関連を探

る。 

授業で行う実験・観察

だけでなく、日常生活

においても物理学との

関連を意識して身の回

りの出来事を観察す

る。 

保存則のような物理学

の基本的概念や原理・

法則を理解し、科学的

な考え方を身につけ

る。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートや練習プリント

への記述 

探求活動の記録、発表 

学習状況の観察 

ノートや練習プリント

への記述 

探求活動の記録、発表 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートや練習プリント

への記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートや練習プリント

への記述 

探求活動の記録、発表 

定期考査の結果 

上に示す観点に基いて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に 5 段階の評価にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４．学習の活動 

学
期 

単
元 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a. b. c. d. 

１
学
期 

物

体

の

運

動

と

エ

ネ

ル

ギ

ー 

 

速度、等速直線運動 

合成速度と相対速度 

加速度、等加速度直

線運動 

○    ａ:日常体験する運動が物理学で記 

 述できることに気づき、速度、加 

 速度などその記述方法を意欲的 

 に理解しようとする。 

ｂ:外力がどのように運動に影響を 

 及ぼすかを知ろうとする。 

ｃ:外力と質量と加速度の三者の関 

 係を観察･実験を通して理解す 

 る。 

ｄ:仕事やエネルギーの概念、運動 

 の法則、力学的エネルギー保存則 

 等を理解し身につけている。 

学習状況 

ノート・練習

プリント 

探求活動 

観察・実験 

定期考査 

力、力のつり合い、

力の合成と分解 

○    

運動の三法則  ○ ○  

鉛直投射、放物運動 ○   ○ 

日常に潜む力   ○  

２
学
期 

仕事とエネルギー    ○ 学習状況 

ノート・練習

プリント 

探求活動 

観察・実験 

定期考査 

 

 

 

 

様

々

な

物

理

現

象

と

エ

ネ

ル

ギ

ー 

 

 

 

熱 

 

 

 

 

 ○  ○ ａ:温度とは単に「熱い冷たい」を 

 表す物ではない点に気づき、その 

 本質を探求する。 

ｂ:日常の現象を熱と仕事との関係 

 に関連させて理解しようとする。 

ｃ:三態変化の観察や発火実験など 

 通して記録・整理が的確にできる 

 ようになる。 

ｄ:熱量保存の法則、可逆変化・不 

 可逆変化を理解し知識を身に付 

 けている。 

波動 

 

○ ○  ○ ａ:日常で経験する波にはどのよう 

 なものがあるかを積極的に探そ 

 うとする。 

ｂ:波動を記述するための波長、周 

 期などの量を理解し、それらの関 

 係を導く。 

ｃ:弦や気柱の観察・実験からどの 

 ような結論を導けるかを記述で 

 きる。 

ｄ:波動と物体の運動との根本的な 

 違いを理解している。 

 

音波 

 

  ○  



３
学
期 

電気 

 

 

 

 ○  ○ a:電子というミクロな粒子がマク 

 ロな電気の諸現象に関係するこ 

 とに関心を持つ。 

ｂ:マクロな現象の裏にはミクロな 

 現象が関係している可能性につ 

 いて探求する心を持つ。 

ｃ:電気回路での電圧・電流の測定 

 の基本操作を習得し、記録・整理 

 が的確にできる。 

ｄ:磁気現象が電気現象と密接に関 

 係していることを理解する。 

学習状況 

ノート・練習

プリント 

探求活動 

観察・実験 

定期考査 

 エネルギーの変換と

保存 

 

○  ○  ａ:日常生活に関連する種々のエネ 

 ルギーに関心を持つ。 

ｂ:放射線、原子力について知識を 

 深め、社会生活との関連について 

 考えを深める。 

ｃ:探求活動を通じて学習内容を深 

 める。 

ｄ:人間が利用可能なエネルギーに 

 ついて、特性や利用方法を物理的 

 観点から理解する。 

放射線、原子力 

 

 ○  ○ 

 


